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業界ごとの分析例

～白書 4.x節の抜粋～



4.5節 メディア業界 (1/2)

• 2030年には、仮想空間やホログラフィック技術を活用した、より没入的なメディア体験
（e.g., メタバース）を享受することが可能となる

現状 期待される将来像

 テレビラジオ、出版・広告、SNS

など多様なマルチメディアが提供されている

 新型コロナウイルス流行により、コンテンツ
のデジタル化が加速（e.g., オンラインライ
ブイベントなど）

 全てのコンテンツがインタネット経由でアクセス可能。同様に、個々人のより
リッチなコンテンツを場所・時間・デバイスによらず、より簡易に配信。

 仮想空間やホログラフィック技術の活用

 各ユーザに対するカスタマイズによる、より効率的なコンテンツ配信

Source: https://lineblog.me/livepress/archives/13261786.html Source: https://about.fb.com/news/2021/10/facebook-company-is-now-meta/

オンラインライブイベント 仮想空間を活用したエンターテインメント ホログラフィック技術



4.5節 メディア業界 (2/2)

高いアクセス性

より没入的なメディア体験

パーソナライズ

無線通信拡張

アーキテクチャ・プロトコル拡張

AI/MLの活用

コンセプト観点 技術観点

- 誰でも・いつでも・どこもでも・どのような端末でもアクセスが可能
- 各ユーザが自身のコンテンツを配信することが可能。
- リッチかつ多様なマルチメディアアプリケーション開発者

コミュニティを可能とするグローバルエコシステムの構築。

- ホログラフィックコミュニケーションやインターネットの身体所
有を含むさらなる没入型メディア体験をサポート

- AIを使った多様なパーソナライズ/カスタマイズの実現

- さらなる周波数利用効率向上、カバレッジ拡張、低遅延化

- 放送と通信の両方を用いた効率的なコンテンツ配信を
可能とする無線アクセス、NWアーキテクチャのサポート

- 個々のユーザ・視聴環境・視聴デバイスに適応したサービス提供

下図の黒線は、コンセプト観点と技術観点の関連を示す。

• Beyond 5Gに求められるハイレベルな要件（コンセプト観点・技術観点）を下図に示す。
• 求められる具体的な性能例として、ホログラフィックコミュニケーションに必要と考えられる
数10～数100 Gbpsのピークスループットが想定される。



4.7節 自動車業界 (1/2) 6

現状分析

期待する将来像

 人手不足により地方における公共交通手段の維持が難
化し移動の自由が制約．都市部では人口集中により交
通渋滞を招き、人々の生活に悪影響を及ぼす．

 エネルギー・環境問題や高齢化に起因する交通事故の
問題に対する社会の危機意識の高まり．

課題

 すべての人に移動の自由や効率的な移動を提供するモビ
リティ・インクルーシブな社会の実現

 高度な自動運転や安全運転支援をつかさどる強靭なイン
フラの整備と低炭素化社会の両立

1. すべての住民が自由・
効率的に移動できる社会

2. マルチモーダルな移動手段を
管理するMaaSプラットフォーム

3. クルマとスマートシティの連携
により電気の地産地消を促進

4. モビリティ・インクルーシブ
を実現するデジタル空間

出典：ITS Japan (ITSによる未来創造の提言) 出典：ITS Japan (ITSによる未来創造の提言) 出典：ITS Japan (ITSによる未来創造の提言) 出典：首相官邸(官民 ITS 構想・ロードマップ)

高齢化社会は地方での移動に制約を与え、都市部での人口集中は交通渋滞を引き起こす。
すべての人々が居住地域に依存せずに自由で効率的な移動を確保できる社会が求められる。



4.7節 自動車業界 (2/2) 7

２０３０年代の自動車社会の実現に向け、Beyond5Gでは新たにテラヘルツ波による高
精度センシングと通信の融合、 AI分散学習・推論、超高信頼性が必要となる。

Beyond 5G で求められるもの

安全運転支援 自動運転

信号の無い交差点、悪天候下や災害発生時での運転に
おいても、安全性を確保するため、Beyond5Gのセンシン
グの活用や通信路接続性能の向上が必要となる。

自動運転の社会実装を加速するために、通信とセンシン
グの融合、AI分散学習・推論機能や量子暗号によりセキ
ュリティの向上に特化した通信形態が必要となる。

Beyond 5G の要求条件

ド
ラ
イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

4G/5G 現在の業界 Beyond 5Gを活用

4G/5Gを活用 Beyond 5G を活用の未来業界

基地局センシングが路車協調補間
（ミリ波・THｚ波、ｾﾝｻｰﾌｭｰｼﾞｮﾝ）

通信路接続性と可用性の向上
（超低遅延、超高信頼、VLEO・HAPS）

クラウド協調型全域先読
み情報の提供

シースルー、AR/VRナビ
ゲーション

通信データ量：50MB/車・月

プローブ情報収集(V2N)

Beyond 5G の要求条件
自
動
運
転
の
安
全
性
向
上

4G/5G 現在の業界 Beyond 5Gを活用

4G/5Gを活用

協調型レベル５、高速・自専道＋α

通信データ量：5GB/車・月

L3-5車両数：800万台/年(新車販売の約３割）

ダイナミックマップ、ソフト
ウェアのOTA

路車、車車、歩車間通信
を活用したコネクティビティ
の向上

自律型レベル３

高速道路・自動車専用道

L3車両数：7万台/年

新車販売の約９割がコネクテッドカー

車車間通信(サイドリンク)の積極的活用

Beyond 5G を活用の未来業界

センシング機能, AI分散学習・推論

（センシング精度：cmレベル）

遠隔監視と遠隔制御（伝送速度50Gbps、
E2E通信遅延1ミリ秒、通信信頼性10-6以上）



4.12.1節 医療業界 (1) 8

1. 超高齢化社会との共生
• 社会課題解決先進国として日本から世界への課題解決展開に期待

2. 未知の疾患への対応
• 生活・医療・経済への影響の抑止．迅速な対応、ソリューションに期待

3. 医薬品・医療機器開発テクノロジーの発展
• 世界的に研究開発が加速しており，日本として最高水準の医療技術の実現、牽引を期待

1. 身体機能の補助及
び再現

2. 未知の感染症への
速やかな対応

3. 医療技術開発 4. 超高齢化社会対
応

5. 健康寿命延伸

現状分析と課題

期待する将来像

加齢により衰えた身体機
能を補助及び再現

感染症発生時の速やかな
対応と早期解決

ビックデータの構築及びAI
の精度向上等による最先
端の医療技術開発

医療の地域的偏在の解
消や医療のシステム化

病気早期発見や手術など
の治療によるリスク低減

出典：厚生労働省ホームページ出典：厚生労働省ホームページ 出典：厚生労働省ホームページ出典：AMED（成果情報）出典：内閣官房長(感染拡大防止特設サイト)



4.12.1節 医療業界 (2) 9

1-1 知覚機能の補助及び再現
人間/能力拡張，ブレインテック

2-1 接触機会低減及び感染状況把握
位置，生体情報のリアルタイム管理，センシング

3-1 ゲノム解析のデータベース化
AI創薬，個別化医療

4-1 遠隔手術
手術支援ロボティクス，AIとの融合

5-2 低侵襲治療及び患部直接治療
ナノマシン・マイクロマシン連携，外部制御/給電

期待する将来像と実現を支える医療技術、通信技術要件

Beyond 5Gで求められるもの

期待されるユースケース

Beyond 5Gに求められる要求条件

遠隔施術
・数十Gbps超の超高速・大容量（高精細映像伝送）
・10-7の超安全・信頼性（操作情報伝送）
低侵襲治療・患部直接治療
・数～数十ミリオン/km2のデバイスの超多数同時接続

（数から数十個のデバイスを注入かつ電車内密度）
・ゼロタッチで機器が自律的に連携（デバイス連携）

1. 身体機能の補助及び再現

2. 未知の感染症
への速やかな対応

2-1 接触機会低減
及び感染状況把握
④⑥

2-2 新薬開発
③⑥

3. 医療技術開発

4-1 遠隔手術
①②③⑥⑦

4-2 AI遠隔診断
①②③⑥

5. 健康寿命の延伸

5-1 リアルタイム
健康管理④⑤⑥➆

5-2 低侵襲治療及
び患部直接治療
④⑤⑥➆

Beyond 5G/6G
+ 

未来の医療業界

1-1 知覚機能の
補助及び再現
②③⑤

3-1 サイバー空間
における医療デー
タベース構築
④

生体セ
ンサ

ビックデータのリ
アルタイム解析

ナノマシン・マ
イクロマシン

人工視覚技
術（BMI）

全ゲノ
ム解析

機械学
習・AI

医療ロボ
ティクス，
ハプティク

ス

AI・画像解析
生体センサ

主要な技術

通信要件
①超高速・大容量
②超低遅延
③超安全・信頼性
④超多数同時接続
⑤超低消費電力
⑥拡張性
➆自律性

4.超高齢化社会対応



4.15.1節 宇宙業界 (1) 10

宇宙から地球の生活を守るため、宇宙利用による課題解決への貢献が求められ、更に
その技術開発の延長線上にある生活圏・活動領域を宇宙へ拡大する取組みが求められる。

現状分析 期待する将来像

課題

1. 日本の本格的な少子高齢化と人口減少

2. 地球温暖化と災害の激甚化

3. クリーンエネルギーへのシフト、エネルギー争奪戦

4. パンデミックリスク増大と「ニューノーマル」実現

5. 多様な生き方を肯定する社会の実現

1. 生活を守る通信環境の提供
宇宙利用によるスマート通信インフラの活用で地球の生
活を守る

2. データ活用で生活を守る
セキュアでレジリエントな環境による宇宙生成データ活用
で地球の生活を守る

3. 地上以外の環境活用
地上と異なる「宇宙環境」を活用して人々の活動領域
を拡大する

4. 宇宙が生活に溶け込む
個々の生活スタイルに
宇宙が馴染み、
幅広い生き方を実現する

出展：スマートシティ官民連携プラットフォームHP

 宇宙利用は、国や特定業界、研究開発
利用が先行し、一般向けは衛星放送等
特定分野に留まっている。

 宇宙利用と宇宙開発技術の活用により、
社会課題解決に貢献すべく、新規取組
みが求められる。

出展：JAXA観測衛星HP

出展：JAXA 出展：JAXA/Adobe.stock.com



4.15.1節 宇宙業界 (2) 11

宇宙から地球の生活を守るため、期待する将来像の実現に向けて、Beyond 5Gならではの
要求条件として超高速・大容量、拡張性、超安全・信頼性、自律性、超低遅延が求められる。

Beyond 5Gで求められるもの

陸海空を網羅する通信基盤

スマートシティや自動運転支援などの通信基盤に宇宙利用による
スマート通信インフラを活用するため、Beyond 5Gの超高速・大
容量（低・中軌道衛星で数10ギガbps）、拡張性、超安全・信
頼性、自律性が求められる。

Beyond 5Gの要求条件

陸
海
空
を
網
羅
す
る
通
信
基
盤

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G 未来の業界
 超カバレッジ拡張 （拡張性、超安全・

信頼性、自律性）

 あらゆる業界に適応し、地上と融合する、
あるいは地上系を介さない独立したネッ
トワーク基盤 （超高速・大容量、拡
張性、超安全・信頼性、自律性）

 移動体等、特定の業界
向けネットワーク基盤

 携帯バックホール、移
動体向け通信環境の
提供

 スポットエリアでの広域ロボティクス等、
特定アプリ向けネットワーク基盤

宇宙生成データ等の活用基盤

セキュアでレジリエントな環境による宇宙生成データ※活用の
ためBeyond 5Gの拡張性、超安全・信頼性、自律性、超
低遅延が求められる。 ※宇宙で観測し生成されたデータのこと。

Beyond 5Gの要求条件
宇
宙
生
成
デ
ー
タ
の
活
用
基
盤

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G 未来の業界
 量子暗号技術によるセキュリティ強化

（超安全・信頼性）

 宇宙空間的な隔たりを超え、宇宙データ活用
基盤でのAI処理によるリアルタイムデータの
個人向けの提供（拡張性、超安全・信頼性、
自律性、超低遅延）

 宇宙空間的な隔たりを超え、一定のタイムラグ
でAESより強固なセキュリティの地上クラウド上
で企業向けに提供

 過去データをAES等の
地上クラウド上で個人
向けに提供

 過去データを地上処
理し企業向けに提供

AES(Advanced Encryption Standard 高度暗号化標準)



4.15.1節 宇宙業界 (3) 12

人類の活動領域を宇宙へ拡大すると共に、地上での生活に「宇宙」を取り込むため、Beyond 5Gならではの
要求条件として超高速・大容量、超安全・信頼性、超低遅延、拡張性、超低消費電力が求められる。

Beyond 5Gで求められるもの

宇宙空間を持続的活動領域とする高速大容量通信

地上と異なる「宇宙環境」を活用し、より暮らしやすい生活を実現すると共に、
人類の活動領域を月惑星へと拡大するため、Beyond 5Gの超高速・大容
量、超安全・信頼性が求められる。また、搭載リソースが限られるため超低消
費電力での運用が期待される。

Beyond 5Gの要求条件

宇
宙
空
間
を
持
続
的
活
動
領
域
へ

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G 未来の業界
 宇宙ワーケーション、宇宙への緊急避難

 宇宙インフラ自律運用、宇宙工場建設
（超高速・大容量、超安全・信頼性、
超低消費電力）

 宇宙旅行の庶民化

 宇宙資源の探査・利用

 国際宇宙ステーション
を利用した研究開発

 宇宙ゴミの観測・削減

 宇宙空間上のモノ管理を実施

 宇宙ゴミの検知・宇宙機による衝突回避

宇宙・サイバーが生活の一部となる超低遅延通信

国境のない宇宙をサイバー空間同然に扱い、文化的／宗教的価
値感の異なる人同士が集える多様なのためBeyond 5Gの超高
速・大容量、超低遅延、拡張性が求められる。

Beyond 5Gの要求条件
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
が
生
活
の
一
部
へ

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G 未来の業界
 実世界に拘束されない多様な暮らし

 VRハプティクス技術を活用したアバター集団
によるリアル月面生活体験

（超高速・大容量、超低遅延、拡張性）

 通信を活用し、場所・時間の制約を受けずに世
界中の各所で異文化同士のコミュニティが形成

 仮想化されたサイバー宇宙空間への修学旅行

 宇宙船での常時イン
ターネット接続

 アバターによる月面旅
行の実現

 国際宇宙ステーション
からのライブ中継

 VR宇宙旅行
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業界ごとの分析結果から
Beyond 5Gに求められるCapability

（白書 5.1節）



白書5.1節 「Beyond 5Gに求められる性能とCapability」のまとめ(1) 14

カテゴリ 要求条件 各業界で求められる性能

定量的
要求条件

高速大容量 • 数10～数100ギガbpsのスループット
（ホログラフィックコミュニケーションでの非圧縮伝送の場合（メディア））

• 50ギガbps （遠隔監視と遠隔制御（自動車））
• 10 ～100ギガbps（スマート物流化（小売卸流通））
• 数10ギガbps超（遠隔手術（医療））
• 48～200ギガbps（Volumetric video（エンタメ））
• 数10ギガbps （低・中軌道軌道（宇宙））
• 10メガbps以上（自然災害対策（社会））

低遅延 • ローカルネットワーク内でミリ秒オーダー※

（物流施設の完全自動運転（倉庫・物流））
• 数ミリ秒※（超高速鉄道の緊急停止（鉄道））
• 100ミリ秒※（没入型機器遠隔操作システム（エネルギー資源））
• 1ミリ秒（遠隔監視と遠隔制御（自動車））
• ローカル通信で100マイクロ秒（モーション制御（機械））
• 1ミリ秒※ （ロボットリモートコントロール（半導体業界））
• MTP (Motion To Photon) 10ミリ秒※、TTP (Time To Present) 70ミリ秒※

（Volumetric video（エンタメ））
※ アプリレイヤーでの処理遅延時間を含む

時刻同期精度 時刻同期は無線区間を含めた内部の時計の精度としてPTP(Precision Time Protocol)
マイクロ秒（物流施設の完全自動運転（倉庫・物流））
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カテゴリ 要求条件 各業界で求められる性能

定量的
要求条件

高信頼 • 10-6（遠隔監視と遠隔制御（自動車））
• 10-7（遠隔手術（医療））

測位・センシ
ング

• 1～2cmの測位精度（土木工事（建設・不動産業界））
• cmレベルのセンシング精度（夜間，地方の車両単独走行（自動車））

多接続 • 数100万～数1,000万個/km2のデバイス（体内デバイス（医療））

カバレッジ • 10km程度以上の高度を飛行する超音速旅客機、および、宇宙空間の高度100km超
でのカバレッジエリア（航空機業界）

• 国土カバー率100% （通信・IT業界）
• 宇宙空間や月でのカバレッジエリア（宇宙）
• HAPS1機で半径数10～数100 kmのエリアと上空数kmのエリアをカバー（HAPS）

白書5.1節 「Beyond 5Gに求められる性能とCapability」のまとめ(2)
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カテゴリ 要求条件 各業界で求められる性能

定性的
要求条件

自律性 • 必要なモノ・サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供することがで
きるような自律的な最適化機能や将来予測機能（通信・IT業界）

• 各機器の自律性の向上や接続/操作時のユニバーサル対応（電機・精密）
• ゼロタッチで機器が自動連係（体内デバイス，カメラ連携（医療））

超低消費
電力

• 搭載リソースが極端に限られる月惑星探査機での使用（宇宙）

その他 • 分散学習・推論機能（複数の車両やBeyond 5G基地局を用いた処理（自動車））
• 機器間インタフェースおよび通信と通信以外のシステム間のオープンAPIやオープン

インタフェース、データ分析/処理やコンテンツ取り扱いのための共通プラット
フォーム（機器連携（電機・精密））

• 1,000 km/hの速度で移動中でも避難指示を受けられること（自然災害対策（社会））
• NTNノードが、他のNTNノードやローカルなセンサネットワークとの自動接続が可能

（宇宙）
• NTNノード単独、又は別のNTNノードとの組み合わせによる地上系を介さないメッ

シュネットワーク構築が可能（宇宙）

白書5.1節 「Beyond 5Gに求められる性能とCapability」のまとめ(3)
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まとめ



複数の業界に共通する、Beyond 5Gへの期待 18

様々な業界での共通課題 業界での期待や夢 Beyond 5Gへの期待

(a) 少子高齢化への対応 • ロボットの活用
• 遠隔制御
• 自動運転

高速大容量（～50Gbps）、
低遅延（100マイクロ秒～1ミリ秒）、
高信頼（10-7）

(b) 安全安心の実現 災害の予知や人命救助、
早期復旧

100%のカバレッジエリア、
常に一定以上の通信速度
（10Mbps以上）

(c) より良い暮らしの実現 • 空飛ぶ車
• 没入体験

高速大容量（～数百Gbps）、
低遅延（1ミリ秒）、
空中でのカバレッジエリア

(d) ワクワクする未来の
実現

月を含む宇宙での
活動支援

宇宙空間での通信環境



本発表のまとめと、今後の予定 19

 1.0版の発行に向けて、
各業界での現状分析やBeyond 5Gに求められるCapabilityに関する検討を推進
• 社会基盤のためのインフラとして、高速大容量や低遅延のみならず、
空中を含めたカバレッジエリアの確保やシステムとしての高信頼性がカギ

• メディア系では、実空間・仮想空間を問わず、没入感のあるホログラフィの
ような三次元画像を伝送できるシステムが必要

• さらに、月を含めた宇宙でのカバレッジエリアも目指す必要アリ

 今後の予定
• 1.0版の発行まで：英語版の作成や最終確認
• 1.0版の発行後～2.0版（23年3月発行予定）：

 白書の内容を紹介し、さまざまな業界から意見・コメントを求める
 分析や検討が不足している業界については、白書を更新
 Beyond 5Gに向けて、通信業界での課題の洗い出し



ご清聴ありがとうございました
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